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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第３区分
【発行日】平成30年11月15日(2018.11.15)

【公開番号】特開2017-15382(P2017-15382A)
【公開日】平成29年1月19日(2017.1.19)
【年通号数】公開・登録公報2017-003
【出願番号】特願2016-21030(P2016-21030)
【国際特許分類】
   Ｆ２４Ｈ   1/10     (2006.01)
   Ｆ２４Ｈ   1/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２４Ｈ    1/10     　　　Ｃ
   Ｆ２４Ｈ    1/20     　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成30年10月3日(2018.10.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流体を加熱する流体加熱装置であって、
　ヒータと前記ヒータの周りを覆うように形成される加熱部とを有するヒータユニットと
、
　前記ヒータユニットを収容するタンクと、を備え、
　前記加熱部は、
　前記ヒータの内側を貫通する貫通孔の内面に形成されて流体と熱交換する内側熱交換面
と、
　前記ヒータの外側の外壁部に形成されて流体と熱交換する外側熱交換面と、を有し、
　前記外壁部の伝熱面積は、前記貫通孔の伝熱面積と比較して大きく、
　前記外壁部は、外周に突出する外周フィンを有し、
　前記タンクは、前記ヒータユニットを挿入するための開口部を閉塞する天面を有し、
　前記外周フィンは、前記天面と略平行に延設されることを特徴とする流体加熱装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の流体加熱装置であって、
　前記貫通孔は、流体が流通する内周流路を形成し、
　前記外壁部は、前記タンクの内壁との間に流体が流通する外周流路を形成し、
　前記内周流路から前記外周流路へと流体が連続して流れることを特徴とする流体加熱装
置。
【請求項３】
　請求項２に記載の流体加熱装置であって、
　前記外周流路の流路面積は、前記内周流路の流路面積と比較して大きいことを特徴とす
る流体加熱装置。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか一つに記載の流体加熱装置であって、
　前記天面は、前記加熱部に連結されていることを特徴とする流体加熱装置。
【請求項５】
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　請求項１から４のいずれか一つに記載の流体加熱装置であって、
　前記ヒータユニットは、
　前記天面と前記加熱部とを連結する連結部と、
　前記連結部から突出して形成される放熱部と、を有することを特徴とする流体加熱装置
。
【請求項６】
　請求項５に記載の流体加熱装置であって、
　前記連結部は、前記加熱部と連結される部分が前記天面と連結される部分と比較して断
面積が小さく形成されることを特徴とする流体加熱装置。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか一つに記載の流体加熱装置であって、
　前記ヒータの両端は、前記加熱部を介して前記天面と接続されていることを特徴とする
流体加熱装置。
【請求項８】
　請求項１から７のいずれか一つに記載の流体加熱装置であって、
　前記ヒータは、螺旋状に形成される発熱部を有し、
　前記貫通孔は、前記発熱部の内周と比較して小径に形成され前記発熱部の中心軸に沿っ
て貫通し、
　前記外壁部は、前記発熱部の外周と比較して大径に形成され前記タンクの内壁と対峙す
ることを特徴とする流体加熱装置。
【請求項９】
　請求項１から８のいずれか一つに記載の流体加熱装置であって、
　前記貫通孔は、内周に突出する内周フィンを有することを特徴とする流体加熱装置。
【請求項１０】
　請求項９に記載の流体加熱装置であって、
　前記内周フィンは、流体の流れ方向に沿って形成されることを特徴とする流体加熱装置
。
【請求項１１】
　請求項１から１０のいずれか一つに記載の流体加熱装置であって、
　前記タンクの中央部よりも前記天面の近くに設けられる前記外周フィンは、前記タンク
の中央部と比較して前記天面に近いほど基端部からの距離が長く形成されることを特徴と
する流体加熱装置。
【請求項１２】
　請求項１から１１のいずれか一つに記載の流体加熱装置であって、
　前記タンクの中央部よりも前記天面から離れて設けられる前記外周フィンは、前記タン
クの中央部と比較して前記天面から遠ざかるほど基端部からの距離が長く形成されること
を特徴とする流体加熱装置。
【請求項１３】
　請求項９又は１０に記載の流体加熱装置であって、
　前記内周フィンは、内周に向けて放射状に形成されることを特徴とする流体加熱装置。
【請求項１４】
　請求項１から１３のいずれか一つに記載の流体加熱装置であって、
　前記外周フィンは、流体の流れ方向に沿って形成されることを特徴とする流体加熱装置
。
【請求項１５】
　請求項１から１４のいずれか一つに記載の流体加熱装置であって、
　前記外周フィンの基端部における前記外壁部は、前記ヒータの近傍に形成されることを
特徴とする流体加熱装置。
【請求項１６】
　請求項９又は１０に記載の流体加熱装置であって、
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　前記外周フィンの数は、前記内周フィンの数と比較して多いことを特徴とする流体加熱
装置。
【請求項１７】
　請求項９又は１０に記載の流体加熱装置であって、
　前記外周フィンの長さは、前記内周フィンと比較して長いことを特徴とする流体加熱装
置。
【請求項１８】
　請求項１から１７のいずれか一つに記載の流体加熱装置であって、
　前記タンクは、
　流体が供給される供給口と、
　流体が排出される排出口と、を有し、
　前記排出口は、前記タンクの同じ面に前記供給口と並んで開口することを特徴とする流
体加熱装置。
【請求項１９】
　請求項１８に記載の流体加熱装置であって、
　前記供給口と前記排出口とのいずれか一方は、前記貫通孔の延長線上に開口することを
特徴とする流体加熱装置。
【請求項２０】
　請求項１９に記載の流体加熱装置であって、
　前記供給口は、前記貫通孔の延長線上に開口することを特徴とする流体加熱装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明のある態様によれば、流体を加熱する流体加熱装置であって、ヒータと前記ヒー
タの周りを覆うように形成される加熱部とを有するヒータユニットと、前記ヒータユニッ
トを収容するタンクと、を備え、前記加熱部は、前記ヒータの内側を貫通する貫通孔の内
面に形成されて流体と熱交換する内側熱交換面と、前記ヒータの外側の外壁部に形成され
て流体と熱交換する外側熱交換面と、を有し、前記外壁部の伝熱面積は、前記貫通孔の伝
熱面積と比較して大きく、前記外壁部は、外周に突出する外周フィンを有し、前記タンク
は、前記ヒータユニットを挿入するための開口部を閉塞する天面を有し、前記外周フィン
は、前記天面と略平行に延設されることを特徴とする。
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